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平
成
21
年
１
月　

第
１
回
臨
時
会

　

平
成
21
年
八
千
代
市
議
会
第
１
回
臨
時

会
が
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
人
事
案
２
件
（
う
ち
追
加
１

件
）
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
山
博
美
前
議
長
、
江
端
芙
美

江
前
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
新
た
な
正

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
長
に
林
利
彦
議
員
、
副
議
長
に

武
田
哲
三
議
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、

各
常
任
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

委
員
の
選
任
、
市
附
属
機
関
等
委
員
の
選

出
も
同
時
に
行
わ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
。（
議
案
等
の
概
要
と

議
決
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

議 長 に 議 長 に 林　利彦林　利彦  議員議員
副議長に 副議長に 武田哲三武田哲三  議員議員

就
任
に
あ
た
っ
て

就
任
に
あ
た
っ
て

　

平
成
20
年
八
千
代
市
議
会
第
４
回
定
例

会
は
、
12
月
２
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の

18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
５
・
８
〜
10
日
ま
で
の

４
日
間
で
行
わ
れ
、
代
表
質
問
に
７
名
、

個
別
質
問
に
10
名
の
計
17
名
が
、
市
政
全

般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
、
文
教
安
全
常
任
委

員
会
が
11
日
に
、
福
祉
常
任
委
員
会
、
産

業
都
市
常
任
委
員
会
が
12
日
に
、
議
会
運

営
委
員
会
が
15
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、
請
願
等
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
補
正

予
算
案
６
件
、
条
例
の
制
定
案
１
件
、
条

第
31
代　

副
議
長

　
　
　

武
田　

哲
三

第
30
代　

議　

長

　
　
　

林　
　

利
彦

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
21
年
１
月
の
臨
時
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
私

ど
も
は
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
、
わ
が
国
は
依
然
と
し
て
景
気
の
低
迷
が
続
き
、
な
お
今
後
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
民
生
活
の
基
本
で
あ
る
安

心
で
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
ま
た
、
地
方
分
権

が
進
展
し
地
方
議
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
中
、

議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
お
よ
び
議
会
機
能
の
向
上
に
向
け
て
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
地
方
行
政
は
、
分
権
社
会
・
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中

で
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
築
く
「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
八
千
代
市
が
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
更
な
る
発
展

を
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

監査委員に横山博美議員監査委員に横山博美議員
　議会選出の監査委員として、横山博美議員

が選任されました（議案第２号、原案同意）。

　監査委員は、議員と議員以外の学識経験者

から１名ずつ選ばれることになっており、市

の財務に関する事務の執行及び経営に係る事

務の管理を監査します。

平
成
20
年
12
月　

第
４
回
定
例
会

例
の
一
部
改
正
案
４
件
（
う
ち
追
加
提

案
１
件
）、
住
居
表
示
を
実
施
し
た
市

街
地
の
区
域
の
変
更
案
１
件
、
字
の
区

域
及
び
名
称
の
変
更
案
２
件
、
路
線
の

廃
止
案
１
件
、
路
線
の
認
定
案
１
件
、

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
案
２

件
、
和
解
案
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指

定
案
７
件
の
計
26
案
件
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
（
認

定
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
請
願
２
件
、陳
情
４
件
、

発
議
案
（
議
員
提
出
議
案
）
11
件
が
提

出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
等
は
３
面
に
、
議
案
等
の

概
要
と
議
決
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

　

補
正
予
算
案
・
条
例
の
制
定
案
な
ど

　

補
正
予
算
案
・
条
例
の
制
定
案
な
ど

2626
議
案
、
４
発
議
案
を
可
決　

議
案
、
４
発
議
案
を
可
決　

　昨年11月に「八千代市議会請願書及び陳情書取扱い要綱」が制定され、

陳情の審査については、基本的に市の事務に関するものとし、市の権限

が及ばないものなどについては、その取り扱いが変更されました。

　今年１月以降に受理した陳情書は、議会運営委員会でその内容が協議

され、次の３つに分類されることになります。

①委員会に付託するもの
②議員に参考配付するもの
③議長において対処可能なもの
　陳情書の提出方法は、今までと変わりません。詳しくは、議会事務局

議事課へお問い合わせください。

陳情書の取り扱いについて

議
会
運
営

委
員
会

委
員
長　

西
村　

幸
吉

副
委
員
長　

茂
呂　
　

剛

委　
　

員　

秋
山　
　

亮

　

同　
　

植
田　
　

進

　

同　
　

海
老
原
髙
義

　

同　
　

木
下　

映
実

　

同　
　

緑
川　

利
行

　

同　
　

横
田　

誠
三
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（産）：産業活力部、（会）：会計管理者、（選）：選挙管理委員会、（監）：監査委員、（農）：農業委員会、（教）：教育委員会、（消）：消防本部、（水）：上下水道局　をそれぞれ表します。

会派別議員名簿会派別議員名簿　　（平成21年1月16日現在）
○所属議員が同数の場合は、会派名50音順。
○「議員氏名」欄中、先頭の印は、◎は会派代表者、☆は議会運営委員会委員をそれぞれ表します。

会派名 議員氏名 期 住所地 電話番号 常任委員会 一部事務組合議会議員、行政委員会委員、市附属機関等委員など

新
しん

風
ぷう

（8名）

◎☆ 西
にしむら

村　幸
こうきち

吉 3 上 高 野 486-0141 総 務

石
いし

井
い

　敏
とし

雄
お

4 桑 納 450-5044 文教安全

☆ 海
え

老
び

原
はら

髙
たか

義
よし

8 大 和 田 482-5653 福 祉 四市複合事務組合議会議員

菅
すが

野
の

　文
ふみ

男
お

2 八千代台東 482-8664 産業都市

田
た く ぼ

久保　良
まこと

5 萱 田 483-2482 福 祉 農業委員会委員

塚
つかもと

本　路
みちあき

明 1 ゆりのき台 480-2939 産業都市

林
はやし

　　利
としひこ

彦 4 村 上 487-1551 文教安全 北千葉広域水道企業団運営協議会委員

皆
みながわ

川　知
とも

子
こ

1 萱 田 町 486-1521 総 務

公
こう

明
めい

党
とう

（6名）

◎ 江
え

端
ばた

芙
ふ

美
み

江
え

3 勝 田 台 南 485-4032 総 務

菊
きく

田
た

多
た

佳
か

子
こ

2 大和田新田 458-3491 文教安全

☆ 木
きのした

下　映
うつ

実
み

1 大和田新田 459-8368 文教安全

坂
さかもと

本　　安
やすし

6 勝 田 台 483-6171 産業都市 印旛利根川水防事務組合議会議員

正
しょう

田
だ

富
ふ み え

美恵 1 ゆりのき台 486-0766 福 祉

☆ 緑
みどり

川
かわ

　利
としゆき

行 1 八千代台北 485-7195 福 祉 都市計画審議会委員

市
し

民
みん

クラブ
（6名）

◎ 横
よこやま

山　博
ひろ

美
み

3 大和田新田 450-2252 産業都市 監査委員

☆ 秋
あきやま

山　　亮
りょう

2 上 高 野 484-3474 文教安全

嵐
あらし

　　芳
よしたか

隆 1 上 高 野 480-8644 産業都市 青少年問題協議会委員

江
え

野
の

澤
さわ

隆
たか

之
ゆき

4 高 津 459-5115 総 務 四市複合事務組合議会議員、農業委員会委員

武
たけ

田
だ

　哲
てつぞう

三 3 八千代台北 405-0551 福 祉

☆ 茂
も ろ

呂　　剛
つよし

1 大和田新田 450-4837 総 務

日
に

本
ほん

共
きょう

産
さん

党
とう

（4名）

◎ 小
こ

林
ばやし

惠
え み こ

美子 5 勝 田 台 482-5451 福 祉 千葉県後期高齢者医療広域連合議会議員

☆ 植
うえ

田
だ

　　進
すすむ

4 八千代台東 487-9754 総 務

遠
えんどう

藤　　淳
じゅん

2 大 学 町 488-8690 産業都市

堀
ほりぐち

口　明
あき

子
こ

1 萱 田 町 752-0453 文教安全 都市計画審議会委員

新
しん

政
せい

八
や

千
ち

代
よ

（3名）

◎☆ 横
よこ

田
た

　誠
せいぞう

三 1 八千代台北 484-1025 福 祉 民生委員推せん会委員

奥
おくやま

山　　智
さとし

1 勝 田 台 483-4743 総 務 都市計画審議会委員

成
なり

田
た

　忠
ただ

志
し

1 村 上 団 地 485-0294 文教安全

ひろば
（2名）

◎ 秋
あき

葉
ば

　就
しゅう

一
いち

3 萱 田 町 486-8956 産業都市 青少年問題協議会委員

原
はら

　　弘
ひろ

志
し

1 八千代台南 483-5154 文教安全

未
み

来
らい

（2名）

◎ 松
まつ

井
い

　秀
ひで

雄
お

8 高 津 450-7440 産業都市

伊
い

東
とう

　幹
みき

雄
お

7 高 津 450-4647 福 祉 民生委員推せん会委員

和
なごみ

の会
かい

谷
や

敷
しき

　時
とき

子
こ

2 高 津 東 487-4483 総 務

所属会派の変更について　　H20.12.26 新緑風会（菅野文男議員、西村幸吉議員）、希望の会（皆川知子議員）が解散
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　 新風に塚本路明議員（新政八千代）、菅野文男議員、西村幸吉議員、皆川知子議員が加入

産
業
都
市

常
任
委
員
会

委員長
菅野　文男

副委員長
秋葉　就一

委　員
嵐　　芳隆

委　員
遠藤　　淳

委　員
坂本　　安

委　員
塚本　路明

委　員
松井　秀雄

委　員
横山　博美

文
教
安
全

常
任
委
員
会

委員長
菊田多佳子

副委員長
成田　忠志

委　員
秋山　　亮

委　員
石井　敏雄

委　員
木下　映実

委　員
林　　利彦

委　員
原　　弘志

委　員
堀口　明子

総　
　

務
常
任
委
員
会

委員長
江端芙美江

副委員長
皆川　知子

委　員
植田　　進

委　員
江野澤隆之

委　員
奥山　　智

委　員
西村　幸吉

委　員
茂呂　　剛

委　員
谷敷　時子

福　
　

祉
常
任
委
員
会

委員長
伊東　幹雄

副委員長
横田　誠三

委　員
海老原髙義

委　員
小林惠美子

委　員
正田富美恵

委　員
田久保　良

委　員
武田　哲三

委　員
緑川　利行
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答弁者の略称は、（市）：市長、（副）：副市長、（総）：総務企画部、（財）：財務部、（健）：健康福祉部、（子）：子ども部、（生）：生涯学習部、（安）：安全環境部、（都）：都市整備部、（

公  
明  

党

未    　

来

市
民
ク
ラ
ブ

ひ  

ろ  

ば

日
本
共
産
党

新    　

風

和  

の  

会

新
政
八
千
代

希
望
の
会

　

代
表
質
問

■
正
田 

富
美
恵 

議
員

問　

介
護
保
険
料
の
抑
制
と
所
得

区
分
の
段
階
の
見
直
し
に
つ
い
て

答　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
約
８

億
円
の
活
用
を
前
提
に
保
険
料
の

額
を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

収
入
に
応
じ
て
の
負
担
、
段
階
区

分
の
細
分
化
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
健
）

問　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
短

期
保
険
証
の
交
付
を

答　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
る
世
帯
の
子
供
が
必
要
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
短
期
保
険

証
を
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
よ
り
留
意
点
が
示
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

（
健
）

問　

親
な
き
後
の
障
が
い
者
の
住

ま
い
の
場
の
確
保
に
つ
い
て

答　

障
害
者
が
生
ま
れ
育
っ
た

「
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
」

こ
と
が
障
害
者
や
保
護
者
の
願
い

で
あ
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
建
設
補
助
事
業
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

（
市
）

問　

周
産
期
医
療
に
つ
い
て

答　

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
命
に
か

か
わ
る
切
迫
し
た
状
態
と
推
察
さ

れ
る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

母
体
・
胎
児
集
中
治
療
室
（
県
内

で
は
３
病
院
）
や
新
生
児
集
中
治

療
室
が
満
床
で
あ
っ
て
も
原
則
受

け
入
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
脳

新
緑
風
会

　

代
表
質
問

■
塚
本 

路
明 

議
員　
（
質
問
項
目
）

子
ど
も
施
策
に
つ
い
て

１　

学
童
保
育
へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
早
期
策
定
に
向
け
て

２　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

検
討
と
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の

今
後
の
推
進
計
画

都
市
計
画
法
高
度
規
制
に
つ
い
て

１　

第
２
回
検
討
会
議
の
成
果

２　

制
定
に
向
け
て
の
今
後
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
方
針

産
業
振
興
に
つ
い
て

１　

産
業
振
興
基
本
条
例
制
定
に

よ
る
本
市
の
業
況
把
握
と
、
よ
り

有
効
的
な
活
用
方
法

２　

八
千
代
市
観
光
協
会
設
立
に

よ
り
、
産
業
発
展
へ
の
旗
上
げ
を

時
代
を
リ
ー
ド
す
る

会
派
の議

会
活
動

血
管
障
害
等
の
疑
い
の
あ
る
妊
婦

に
つ
い
て
も
、
脳
神
経
外
科
の
協

力
の
も
と
常
時
対
応
可
能
と
の
こ

と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
健
）

問　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

答　

幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
障
害

児
保
育
の
支
援
、
私
立
幼
稚
園
職

員
研
修
へ
の
支
援
等
。
ま
た
、
市

立
幼
稚
園
の
廃
園
に
伴
う
運
営
経

費
の
一
部
を
私
立
幼
稚
園
等
就
園

奨
励
費
補
助
金
と
し
て
増
額
支
給

を
検
討
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
子
）

　

代
表
質
問

■
江
野
澤 

隆
之 

議
員

１
％
支
援
制
度

問　

平
成
21
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
た
１
％
支
援
制
度
の
準
備
状

況
と
制
度
の
概
要
は
。

答　

９
月
に
１
％
支
援
制
度
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、「
八
千
代
市

納
税
者
が
選
択
す
る
市
民
活
動
団

体
へ
の
支
援
に
関
す
る
要
綱
（
骨

子
案
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

10
月
15
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

現
在
、
要
綱
の
制
定
作
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
納
税
に

対
す
る
意
欲
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
市
民
活
動
団
体
の
活

動
の
支
援
及
び
促
進
を
図
り
、
市

民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
民
活
動
団
体
へ

支
援
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

市
が
、
支
援
を
希
望
す
る
団
体

を
公
募
・
公
表
し
ま
す
。
納
税
者

か
ら
支
援
し
た
い
団
体
を
選
ん
で

い
た
だ
き
、
個
人
市
民
税
の
１
％

に
相
当
す
る
額
を
市
が
補
助
金
と

し
て
交
付
す
る
制
度
と
し
て
４
月

か
ら
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
予
算
に
反
映
を
予
定

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
市
）

他　

支
援
の
対
象
団
体
・
支
援

額
、
手
続
き
の
流
れ
な
ど

ふ
れ
あ
い
の
農
業
の
郷

問　

施
設
の
内
容
と
事
業
の
実
施

時
期
に
つ
い
て

答　

施
設
は
大
き
く
分
け
て
、
特

産
物
販
売
、
レ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
、

農
産
物
直
売
・
加
工
、
農
業
研
修

等
の
「
中
核
施
設
」、
多
目
的
に

利
用
で
き
る
芝
生
広
場
の
「
ふ
れ

あ
い
の
広
場
」、
自
然
観
察
の
場

の
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」、
駐
車
場

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
時
期
は
、
第
４
期

実
施
計
画
及
び
第
４
次
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
し
、
５
年
間
で
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
　

（
産
）

○
他
の
質
問　

▽
消
防
に
つ
い
て

⑴
救
急
搬
送
、
救
急
救
命
士　

⑵

消
防
団
、
女
性
消
防
団
の
活
動
状

況　

⑶
消
防
の
広
域
化

　

個
別
質
問

■
横
田 

誠
三 

議
員　
（
質
問
項
目
）

・
財
政
健
全
化
法
の
目
的
と
狙
い

・
財
政
健
全
化
法
と
予
算
の
関
係

・
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
そ
の
後

・
市
内
橋
梁
の
点
検
結
果

・
八
千
代
台
駅
と
学
校
前
歩
道
橋

■
成
田 

忠
志 

議
員　
（
質
問
項
目
）

１　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

村
上
テ
ニ
ス
場
再
開
を
問
う

２　

文
化
活
動
保
護
行
政
に
関

し
、
美
術
品
保
護
及
び
埋
蔵
文
化

財
保
護
に
つ
い
て
現
状
を
問
う

３　

環
境
保
全
型
農
業
に
つ
い
て

４　

環
境
問
題
に
つ
い
て

　

個
別
質
問

■
谷
敷 

時
子 

議
員　
（
質
問
項
目
）

①
平
成
23
年
度
末
し
ろ
ば
ら
幼
稚

園
廃
止
案
及
び
公
立
小
・
中
学
校

の
適
正
配
置
案
は
地
域
住
民
等
と

慎
重
に
検
討
を
。
②
子
供
の
虐
待

防
止
体
制
の
強
化
を
。
③
路
上
喫

煙
禁
止
条
例
は
啓
発
に
重
点
を
。

　

代
表
質
問

■
菅
野 

文
男 

議
員　
（
質
問
項
目
）

第
３
次
総
合
計
画
、
後
期
基
本
計

画
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ま
ち
の
安
全
と
市
民
の
安
心

の
確
保
」
の
計
画
趣
旨
に
沿
い
。

⑴
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

は
い
か
に　

⑵
公
会
堂
（
自
治
会

館
等
）
建
設
へ
の
市
補
助
金
支
援

制
度
は　

⑶
緑
が
丘
駅
広
場
に
お

け
る
「
ム
ク
ド
リ
糞
公
害
」
の
対

策
は　

⑷
学
校
環
境
教
育
と
し
て
、

放
置
ゴ
ミ
焼
却
炉
処
分
は
し
な
い

の
か　

⑸
新
方
式
に
な
っ
た
市
総

合
防
災
訓
練
の
総
括
は
い
か
に　

⑹
都
市
下
水
路
、
一
号
幹
線
水
路

の
汚
泥
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
の
内
容
に
つ
き

　

代
表
質
問

■
堀
口 

明
子 

議
員

国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
証
明
書

に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
は
導

入
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

　

八
千
代
市
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
総
世
帯
数
２
万
９
１
７
７
世

帯
の
う
ち
、
資
格
証
明
書
の
世
帯

は
１
２
１
２
世
帯
で
す
。

問　

資
格
証
明
書
の
所
得
別
世
帯

数
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

10
月
末
時
点
で
、
所
得
な
し

５
４
５
世
帯
、
２
０
０
万
円
以
下

３
３
１
世
帯
、
２
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
万
円
２
４
１
世
帯
。（
健
）

問　

滞
納
世
帯
の
８
割
近
く
が
、

所
得
な
し
と
２
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
で
あ
り
、
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
世
帯
で
は
な
い
の
か
。

　

１
０
２
人
の
資
格
証
明
書
の
子

ど
も
た
ち
の
問
題
で
も
、
児
童
福

祉
法
第
２
条
で
は
、「
国
及
び
地

方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
保
護
者

と
と
も
に
、
児
童
を
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
成
す
る
責
任
を
負

う
」
と
あ
り
ま
す
。
自
治
体
の
責

任
と
し
て
、
至
急
保
険
証
を
交
付

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

答　

世
帯
原
則
を
踏
ま
え
、
資
格

証
明
書
の
問
題
と
と
も
に
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。　
　
　
　

（
健
）

※
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
保

険
証
の
交
付
が
、
国
の
制
度
と
し

て
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

個
別
質
問

■
皆
川 

知
子 

議
員　
（
質
問
項
目
）

１
財
政
判
断
と
教
育
・
福
祉
予
算

２
教
育
施
設
小
規
模
修
繕
、
理
科

教
育
等
振
興
事
業
費
、
外
国
籍
児

童
生
徒
へ
の
教
育
支
援
及
び
関
係

諸
機
関
の
連
携
、
通
学
路
の
安
全

３
中
小
企
業
景
気
対
策
の
実
際

　

代
表
質
問

■
原 

弘
志 

議
員　
　
（
質
問
項
目
）

１　

医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

２　

環
境
問
題
に
つ
い
て　

ご
み

の
減
量
対
策
、
今
後
の
活
動
は
？

３　

ま
ち
づ
く
り　

越
境
ビ
ル
の

改
修
の
進
捗
と
小
学
校
統
廃
合
問

題
（
八
千
代
台
東
南
地
区
）

　

個
別
質
問

■
秋
葉 

就
一 

議
員　
（
質
問
項
目
）

１　

市
長
の
海
外
支
度
料
廃
止
を

２　

一
般
会
計
が
負
担
す
る
債
務

３　

第
２
斎
場
用
地
選
定
の
経
過

４　

傍
聴
で
き
る
審
議
会
の
拡
大

５　

市
街
地
等
に
お
け
る
農
薬
の

使
用
抑
制
と
安
全
な
使
用

　

委
員
会
質
問

■
伊
東 

幹
雄 

議
員　
（
質
問
項
目
）

議
案
第
８
号　

長
期
継
続
契
約
の

締
結
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
改
正
に
よ
る
デ
メ
リ

ッ
ト
、
業
者
登
録
・
選
定
の
際
の

審
査
・
チ
ェ
ッ
ク
体
制
ほ
か

■
松
井 

秀
雄 

議
員

問　

ポ
ン
プ
場
施
設
管
理
委
託
１

億
８
千
６
百
万
円
は
市
内
業
者
か

市
外
業
者
か
と
契
約
時
期
を
問
う
。

　

不
景
気
の
折
、
業
者
の
競
争
が

激
化
し
、
不
当
に
安
い
落
札
を
し

て
問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
最
低

価
格
の
設
定
も
必
要
と
提
案
す
る
。

答　

市
内
業
者
を
予
定
。
議
決
後

早
期
に
契
約
し
た
い
。　
　

（
水
）

　

代
表
質
問

■
石
井 

敏
雄 

議
員　
（
質
問
項
目
）

次
期
総
合
計
画
の
分
析
と
策
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進

▽
施
設
整
備
の
考
え
方
は　

▽
睦

地
区
要
望
書
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
早
期
建
設
）
へ
の
対
応
は

要
望　

次
期
総
合
計
画
で
な
る
べ

く
早
く
対
応
す
る
、
と
の
答
弁
。

地
域
の
ふ
れ
あ
い
存
続
願
う
。

新
教
育
長
の
考
え

要
望　

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と

良
識
あ
る
国
際
人
を
育
む
教
育
を
。

耐
震
改
修
時
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
。

都
市
と
農
村
の
交
流

八
千
代
農
業
、
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は

要
望　

手
狭
感
、
不
便
等
意
見
多

く
、施
設
の
見
直
し
改
善
を
願
う
。

推
進
発
展
に
人
的
強
化
導
入
望
む
。

　

質　
　

疑

■
石
井 

敏
雄 

議
員

第
２
斎
場
用
地
報
告

選
定
委
員
会
と
四
市
代
表
組
合
議

会
で
の
異
論
や
睦
地
元
説
明
会
は

　

委
員
会
質
問

■
海
老
原 

髙
義 

議
員
（
質
問
項
目
）

知
的
障
害
者
通
所
施
設
の
指
定
管

理
に
つ
い
て　

市
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
強
化
、
施
設
の
安
全
管
理
、

市
か
ら
の
情
報
提
供
ほ
か

■
石
井 

敏
雄 

議
員　
（
質
問
項
目
）

最
低
敷
地
面
積
、
住
居
表
示

会派のスペースは、第４回定例会最終日現在の会派構成に基づき割り当てられています。
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る
。

条
例
関
係

■
議
案
第
７
号　

開
発
事
業
に
関

す
る
事
前
協
議
及
び
周
知
の
手
続

等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好

な
居
住
環
境
の
保
全
及
び
形
成
に

資
す
る
た
め
、条
例
を
制
定
す
る
。

■
議
案
第
８
号　

長
期
継
続
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

の
対
象
を
整
備
す
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
。

■
議
案
第
９
号　

開
発
許
可
の
基

準
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良

好
な
住
居
等
の
環
境
の
形
成
を
図

る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
。

■
議
案
第
10
号　

辺
田
前
土
地
区

予
算
関
係

■
議
案
第
１
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
26
億
５
４
５
２
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
９
０
億
７
２

９
２
万
６
千
円
と
す
る
。

■
議
案
第
２
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
１
０
８
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
７
５
億
６
８
１
０

万
２
千
円
と
す
る
。

■
議
案
第
３
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
３
４
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
63
億
96
万
７
千
円
と

す
る
。

■
議
案
第
４
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
７
４
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
11
億
２
２
６
５
万
３
千
円
と

す
る
。

■
議
案
第
５
号　

収
益
的
収
入
及

び
支
出
に
お
い
て
、
収
入
を
19
万

８
千
円
増
額
し
、
支
出
を
１
７
７

３
万
６
千
円
減
額
す
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
、
支
出
を
３
８
６
万
８
千
円
減

額
す
る
。

■
議
案
第
６
号　

収
益
的
収
入
及

び
支
出
に
お
い
て
、
収
入
を
２
０

３
２
万
５
千
円
増
額
し
、
支
出
を

１
０
６
５
万
３
千
円
増
額
す
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
、
収
入
を
18
万
円
減
額
し
、
支

出
を
３
３
８
７
万
２
千
円
減
額
す

画
整
理
事
業
の
施
行
に
よ
る
字
の

区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
。

■
議
案
第
26
号　

産
科
医
療
補
償

制
度
の
実
施
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
を
38
万
円
に
改

定
す
る
た
め
、条
例
を
改
正
す
る
。

そ
の
他

■
議
案
第
11
号　

辺
田
前
土
地
区

画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
伴

い
、
同
事
業
区
域
に
含
ま
れ
て
い

る
住
居
表
示
を
実
施
し
た
市
街
地

の
区
域
（
下
市
場
１
丁
目
）
を
縮

小
す
る
。

■
議
案
第
12
号　

辺
田
前
土
地
区

画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
伴

い
、
字
の
区
域
及
び
名
称
を
変
更

す
る
。

■
議
案
第
13
号　

県
営
ほ
場
整
備

事
業
の
施
行
に
伴
い
、
字
の
区
域

議　決　結　果　一　覧議　決　結　果　一　覧議　決　結　果　一　覧議　決　結　果　一　覧
件
名
に
つ
い
て
は
、
議
決
結
果
一

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

及
び
名
称
を
変
更
す
る
。

■
議
案
第
14
号　

土
地
区
画
整
理

事
業
及
び
開
発
行
為
に
よ
り
市
道

路
線
の
起
終
点
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
市
道
路
線
を
廃
止
す
る
。

■
議
案
第
15
号　

土
地
区
画
整
理

事
業
及
び
開
発
行
為
等
に
よ
り
築

造
さ
れ
た
道
路
を
市
道
路
線
と
し

て
認
定
す
る
。

■
議
案
第
16
号　

市
職
員
が
給
食

配
送
中
に
起
こ
し
た
交
通
事
故
に

つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
。

■
議
案
第
17
号　

市
職
員
が
救
急

出
場
中
に
遭
遇
し
た
交
通
事
故
に

つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
。

■
議
案
第
18
号　

市
職
員
が
救
急

出
場
中
に
遭
遇
し
た
交
通
事
故
に

係
る
人
身
損
害
に
つ
い
て
、
和
解

す
る
。

■
議
案
第
19
・
23
・
24
・
25
号　

財
団
法
人
八
千
代
市
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
を
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
す
る
。

■
議
案
第
20
・
22
号　

社
会
福
祉

法
人
八
千
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
。

■
議
案
第
21
号　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八

千
代
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
。

　
〔
平
成
21
年
第
１
回
臨
時
会
〕

■
議
案
第
１
号　

１
月
31
日
付
け

で
任
期
満
了
と
な
っ
た
篠
直
久
氏

を
次
期
委
員
と
し
て
再
任
す
る
。

■
議
案
第
２
号　

議
会
選
出
監
査

委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
後
任
と
し

て
横
山
博
美
議
員
を
選
任
す
る
。

（
関
連
記
事
１
面
）

採
択
さ
れ
た

　

請
願
・
陳
情

■
請
願
第
７
号　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎

患
者
救
済
の
た
め
、「
肝
炎
対
策

の
た
め
の
基
本
法
」
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
を
、
関
係
機
関
に
対

し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
。

■
陳
情
第
15
号　

長
い
間
使
用
休

止
状
態
に
あ
る
村
上
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
早
期
修
復
を
求
め
る
。

　

可
決
さ
れ
た

発　

議　

案　

■
発
議
案
第
20
号　

常
任
委
員
会

等
の
委
員
会
の
傍
聴
を
公
開
と
す

る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
。

■
発
議
案
第
28
号　

ウ
イ
ル
ス
肝

炎
対
策
を
全
国
的
規
模
で
等
し
く

推
進
す
る
た
め
、
基
本
法
の
早
期

制
定
を
求
め
る
。

■
発
議
案
第
29
号　

実
効
性
の
あ

る
条
例
と
す
る
た
め
、
骨
子
案
に

対
す
る
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
等

を
要
望
す
る
。

■
発
議
案
第
30
号　

医
療
給
付
費

に
対
す
る
公
費
と
被
保
険
者
の
負

担
比
率
等
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見

直
し
を
求
め
る
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

１
月
15
日
付
け
で
、
編
集
委
員

会
も
新
た
な
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

委　

員 

嵐　
　

芳
隆

　
　

同 

伊
東　

幹
雄

　
　

同 

正
田
富
美
恵

　
　

同 

菅
野　

文
男

　
　

同 

成
田　

忠
志

　
　

同 

原　
　

弘
志

　
　

同 

堀
口　

明
子

　
　

同 

谷
敷　

時
子

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

３
月
定
例
会
日
程
予
定

▽
２
月
25
日 

開
会
・
提
案
理
由

説
明

▽
２
〜
４
日 

一
般
質
問

▽
５
・
６
日 

各
常
任
委
員
会

▽
９
〜
12
日 

予
算
審
査
特
別
委

員
会

▽
24
日 

総
括
審
議
・
閉
会

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

〔議案・発議案〕
平成20年12月　第４回定例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決日：平成20年12月19日

番　　号 件　　　　　　　　　名

各 会 派 の 賛 否
賛　

成　

数

反　

対　

数

議決結果
公

明

党

市
民
ク
ラ
ブ

新
政
八
千
代

新

風

日
本
共
産
党

新
緑
風
会

ひ

ろ

ば

未

来

希
望
の
会

和

の

会
(6) (5) (4) (4) (4) (2) (2) (2) (1) (1)

議案第１号 平成20年度八千代市一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○
△
1
○ ○ ○ 30 1 原案可決

議案第２号 平成20年度八千代市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第３号 平成20年度八千代市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 27 4 原案可決
議案第４号 平成20年度八千代市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 26 5 原案可決
議案第５号 平成20年度八千代市水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第６号 平成20年度八千代市公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

議案第７号
八千代市開発事業における事前協議の手続等に関す
る条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

議案第８号
八千代市長期継続契約を締結することができる契約
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 27 4 原案可決

議案第９号
都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

議案第10号

八千代市農業委員会委員の選挙区の設定及び選挙区
毎の委員定数に関する条例及び八千代市消防本部及
び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

議案第11号 住居表示を実施した市街地の区域の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第12号 字の区域及び名称の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第13号 字の区域及び名称の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第14号 路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第15号 路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案認定
議案第16号 損害賠償額の決定及び和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第17号 損害賠償額の決定及び和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第18号 和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第19号 指定管理者の指定について（有料公園施設） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 25 6 原案可決
議案第20号 指定管理者の指定について（福祉センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第21号 指定管理者の指定について（知的障害者通所施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
議案第22号 指定管理者の指定について（ふれあいプラザ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

議案第23号 指定管理者の指定について（市民会館） ○ ○ ○ ○ × ○
△
1
○ ○ ○ 26 5 原案可決

議案第24号 指定管理者の指定について（星襄一版画展示室） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 25 6 原案可決
議案第25号 指定管理者の指定について（文化センター） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 25 6 原案可決
議案第26号 八千代市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
発議案第20号 八千代市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

発議案第21号 後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書について × ×
△
2
× ○ × ○

△
1
○ ○ 11 20 原案否決

発議案第22号
社会保障費を毎年2,200億円抑制する方針の撤回を求
める意見書について

× × × × ○ × ○ × ○ ○ 8 23 原案否決

発議案第23号
障害者自立支援法の抜本的な改正を求める意見書に
ついて

× ×
△
2
× ○ × ○ × ○ ○ 10 21 原案否決

発議案第24号
妊婦救急医療体制を抜本的に強化するよう求める意
見書について

× ×
△
2
× ○ × ○ × ○ ○ 10 21 原案否決

発議案第25号
輸入食品の監視体制を強化し、食の安全を確保する
よう求める意見書について

× × × × ○ × ○ × ○ ○ 8 23 原案否決

発議案第26号
大失業の危険から雇用と暮らしを守るよう求める意
見書について

× ×
△
2
× ○ × ○ × ○ ○ 10 21 原案否決

発議案第27号
八千代市犯罪のないまちづくり推進条例を廃止する
条例の制定について

× × × × ○ × ○ × × ○ 7 24 原案否決

発議案第28号 肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決
発議案第29号 路上喫煙防止条例の早期制定を求める決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 30 1 原案可決
発議案第30号 国民健康保険制度の抜本的見直しを求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案可決

平成21年１月　第１回臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決日：平成21年１月15日

番　　号 件　　　　　　　　　名 各 会 派 の 賛 否 賛
成
反
対議決結果

(6) (6) (3) (8) (4) (2) (2) (1)
議案第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 0 原案同意

議案第２号 監査委員の選任について ○
○
5
○ ○ × ○ ○ ○ 26 4 原案同意

※「各会派の賛否」については、○は賛成、×は反対、△は会派内で賛否が分かれました。また、○と△の下の
数字は、賛成者の数です（○５は、除斥１名）。

〔請願・陳情〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決日：平成20年12月19日
番　　号 件　　　　　　　　　名 議決結果
請願第７号 「肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書」の採択を求める件 賛成者全員 採　択
請願第８号 里山の農地並相続税猶予や里山保全支援制度の創設などを求める意見書に関する件 賛成者少数 不採択

陳情第15号 村上テニスコートの修復に関する件 賛成者全員 採　択

陳情第16号
市役所による「八千代市自治会連合会（以下、自治連）の事務局業務」の早急な停止と自治連の完全自
立にタイムスケジュールを求めるとともに、文教安全常任委員会の冷静かつ適正な審議を強く求める件

賛成者少数 不採択

陳情第17号 八千代市議会「活性化検討委員会」の傍聴を許可されたき旨の件 賛成者少数 不採択

陳情第18号
市議会ホームページの「会派別議決結果」発表を、今後は「各議員別議決結果」に改
められたい旨の件

賛成者少数 不採択

※市当局に対する請願・陳情が採択された場合は、次の定例会で処理の経過及び結果が報告されます。


